
2018
（平成30年）

第155号11

今月の主な内容 今月の表紙
『紀美野町 非核・平和自治体宣言』を宣言しました …２
人権に関するお知らせ……………………………………３
まちの話題…………………………………………………４
海南税務署からのお知らせ………………………………５
お知らせ・募集………………………………………６～７
保健・福祉だより……………………………………８～９
ふれあいネット…………………………………… 10 ～ 13
消防だより…………………………………………………14
合併浄化槽設置補助金の申込期間延長ついて…………15
和歌山県知事選挙について………………………………16

『生石高原のススキ』

生石高原のススキが今年も黄金色に変

わり、秋の訪れを告げました。見ごろは

11月中旬くらいまでで、11月下旬ごろ

にはススキの種が風で飛ぶ様子が見られ

ます。
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『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
ご
協
力
の
お
礼

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、

【
３
７
９
，
６
６
０
円
】
と
い
う
多
額
の
寄

付
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
お

心
に
感
謝
し
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
募
金
は

次
の
活
動
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

・
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄
化

と
啓
発
活
動

・
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生
を
め
ざ

し
生
活
し
て
い
る
方
へ
の
激
励
、
援
助

活
動

・
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た
め
に
教

育
を
受
け
て
い
る
人
達
の
更
生
を
助
け

る
た
め
の
激
励
、
援
助
活
動

・
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
、
中
学
校
卒
業
生
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

・
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花
植
え

　

地
域
の
住
民
や
子
ど
も
達
と
共
に
歩
ん
で

い
く
更
生
保
護
女
性
会
を
今
後
と
も
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会
（
会
員
74
人
）

会
長　

黒
西
京
子

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
義
援
金
に

多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

紀
美
野
町
で
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西

日
本
豪
雨
）
の
義
援
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
義
援
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
９
月
30
日
を
も
ち

ま
し
て
、義
援
金
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援

の
た
め
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
義
援
金
総
額　

３
８
８
，
２
２
２
円

（
義
援
金
箱
設
置
期
間

７
月
17
日
～
９
月
30
日
）

広
報
き
み
の
10
月
号
の
お
詫
び
と

訂
正
に
つ
い
て

広
報
き
み
の
平
成
30
年
10
月
号
の
２
ペ
ー

ジ
「
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
」
に
て
推
進
委
員
の
お
名
前
が
「
下
垣
内

鳴
海　

康
純 

様
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、「
下
垣
鳴
海　

康
純 

様
」

で
す
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

紀
美
野
町
農
業
委
員
会

『
紀
美
野
町 

非
核
・
平
和
自
治
体
宣
言
』
を
宣
言
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
紀
美
野
町
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
紀
美
野
町
非
核
・
平

和
自
治
体
宣
言
」
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
は
、
こ
の
宣
言
の
も
と
に
、
命
の
大
切
さ
を
深
く
認
識
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、平
和
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

紀
美
野
町
非
核
・
平
和
自
治
体
宣
言

世
界
の
恒
久
平
和
と
安
全
確
保
は
、
人
類
共
通
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
地
球
上
に
は
核
兵
器
が
存
在
し
、
人

類
の
生
存
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。 

紀
美
野
町
の
緑
豊
か
な
美
し
い
郷
土
を
守
り
、
平
和
な

未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責

務
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
核
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
戦
争
の
な
い
社
会
の
実
現
を
強
く
訴
え
、
命
と
平
和

の
大
切
さ
を
深
く
認
識
し
、
こ
こ
に
紀
美
野
町
を
「
非
核
・

平
和
自
治
体
宣
言
の
町
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
11
日 

紀
美
野
町
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11月１日～11月30日　同和運動推進月間
11月11日～12月10日　人権を考える強調月間
12月４日～12月10日　第70回人権週間

「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行され２年が経ちました。この法律は、今もなお部落差別
が存在するとともに、情報化社会の進展にともなって部落差別の状況の変化が生じていることを踏まえて
制定されたもので、部落差別は許されないものであるとの認識のもと、みんなで力を合わせて、差別のな
い社会の実現をめざしていくものです。

人権とは、誰もが生まれながらにして持っている、人間が人間らしく生きていくために侵すことができ
ない権利です。本町がめざす「人権尊重のまちづくり」は、町民一人ひとりの人権が尊重され、すべての
町民が心豊かで、自分らしくいきいきと暮らせる社会を実現することです。

町民一人ひとりが自らの人権や他者の人権を尊重し、あらゆる人権問題を自分の課題として捉え、その
解決に取り組んでいく姿勢が求められています。そのためには、「人権」について改めて考える機会を提
供し、自分自身による「気づき」を促していくことが重要です。期間中は、紀美野町人権委員会、人権擁
護委員会、その他関係機関の協力のもと啓発活動を推進しています。

主な啓発活動の日程は、下記のとおりです。ご家族、ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひご参加くださ
い。

①街頭啓発
　　　11月３日（土）～５日（月）　中央公民館　
　　　11月４日（日）　　　　　　文化センター

②啓発ポスター展開催
　　　11月３日（土）～５日（月）
　　　　　　　文化センターホワイエ

③特設人権相談　　12月５日（水）10時～15時　中央公民館、地域資源開発センター

④町民大学講座（人権講演会）
　　　12月８日（土）14時～　文化センターみさとホール
　　　内容：「西川ヘレンの人生ドラマ　大家族―支え愛、語り愛、励まし愛」
　　　講師：西川ヘレン 氏

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間を実施します。

■期間・時間　11月12日（月）～18日（日）【７日間】　８時30分～19時
　　　　　　　※ただし、土・日曜日は、10時～17時

■電 話 番 号　０５７０–０７０–８１０（全国共通ナビダイヤル）で、相談を受け付けます。
　　　　　　　※PHS及び一部IP電話からはご利用いただけない場合があります。
■相 談 内 容　・夫、パートナーからの暴力やストーカー、セクハラなどの女性をめぐる人権の何でも相談　

※相談は無料で、秘密は守られます。法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じますの
で、お気軽にご相談ください。

ご不明な点がございましたら、下記までお問合わせください。
■問い合わせ　和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員会連合会　℡ ０７３‐４２２‐５１３１
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９
月
９
日
に
有
田
市
民
会
館
で
第
61
回
和

歌
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、

北
雅
允
氏
が
『
和
歌
山
県
身
体
障
害
者
連
盟

会
長
表
彰　

礎
賞
』
、
鈴
木
惇
子
氏
が
『
和

歌
山
県
身
体
障
害
者
連
盟
会
長
表
彰　

白
菊

賞
』
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

北
氏
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
紀
美
野
町
身
体
障
害
者
会
会
長
、
海
草

郡
身
体
障
害
者
連
盟
会
長
を
10
年
間
勤
め
、

地
域
の
障
害
者
福
祉
の
活
動
・
発
展
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
功
績
か
ら
礎
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
鈴
木
氏
は
、
長
年
わ
た
り
難
病
の

ご
家
族
の
献
身
的
な
介
護
を
続
け
、
他
の
模

範
と
な
る
功
績
に
よ
り
白
菊
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。　

こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
８
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
第
13
回
紀
美

野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
開
か
れ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
秋
に
走
ろ
う

会
（
陸
上
）
、
ペ
タ
ン
ク
、
ヨ
ガ
、
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
各
種
目
に
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
で
は
平
成
30
年

１
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
夜
間
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

週
１
回
・
内
科
で
の
診
療
と
な
り
ま
す
。

昼
間
来
院
し
に
く
い
と
い
う
方
も
お
気
軽
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
診
療
日　

毎
週
木
曜
日

（
年
末
年
始
・
祝
日
の
場
合
、
代
診
な
し
）

■
受
付
時
間　

17
時
～
18
時
30
分

■
診
療
時
間　

17
時
15
分
～

■
診
療
科　

内
科
（
15
才
以
上
）

■
担
当
医　

内
科
医
師

（
当
番
医
師
は
交
替
制
で
す
）

※
救
急
対
応
に
つ
い
て
は
、
当
直
医
師
が
対

応
致
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
（
代
表
）

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８

10
月
20
日
に
下
佐
々
地
区
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

防
災
無
線
を
合
図
に
、
野
上
中
学
校
の
生

徒
が
要
避
難
支
援
者
を
避
難
所
へ
搬
送
す
る

訓
練
を
は
じ
め
、
地
震
基
礎
講
座
、
初
級
救

命
講
習
、
煙
体
験
及
び
厚
生
病
院
栄
養
課
の

指
導
の
下
、
紀
美
野
町
赤
十
字
奉
仕
団
と
一

緒
に
災
害
食
作
り
を
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

「
和
歌
山
県
身
体
障
害
者
連
盟
会
長
表

彰
」
受
賞

第
13
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た

野
上
厚
生
総
合
病
院
よ
り
、
夜
間
診

療
の
お
し
ら
せ

北　雅允氏

下
佐
々
地
区
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
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11月・12月は『合同滞納整理強化月間』です
町税はまちづくりを支える大切な財源です。紀美野町では、納期内に納付された方との公平を保ち、滞

納の解消を図るために、和歌山県、和歌山地方税回収機構と合同で、11月・12月を『合同滞納整理強化
月間』として、税収確保に取り組みます。税金を滞納すると本来納めるべき税金の他に延滞金を納付しな
ければなりません。滞納したまま放置すると、法律に基づき滞納者の意思に関わりなく、給与や不動産な
ど財産の差押えや公売等の滞納処分を受けることになりますので、納期内に納税してください。

納期限を過ぎているにもかかわらず、納付されていない方は、至急役場または金融機関で納付してくだ
さい。また、何らかの事情で納付できない方は、未納のまま放置することなく、納税方法等について税務
課まで必ずご相談ください。　　　　　　

■問い合わせ　税務課　℡ ０７３‐４８９‐５９０５

税金滞納により差押えた家電・雑貨などを公売します
■日時・場所　12月１日（土）　紀の川市民体育館１階メインアリーナ（紀の川市花野６０４番地２）
■問い合わせ　税務課　　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９０５
　　　　　　　和歌山地方税回収機構　℡ ０７３‐４２２‐３６３０
詳細は、和歌山地方税回収機構のホームページ『http://www.w-zeikaishu.jp/』に掲載します。

海南税務署からのお知らせ　『くらしを支える税』
11月11日（日）～17日（土）は税を考える週間です。

国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、様々な行政活
動を行っており、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」です。
○　e-Tax

個人納税者については、平成31年１月からe-Tax利用の認証手続がより便利になります。また、電
子提出のための環境整備を進めるとともに、大法人について電子申告が義務化されます。詳しくは、
e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

●新たなe-Taxの認証手続(ID・パスワード方式)について
・マイナンバーカードやICカードリーダライタをお持ちでない方は、マイナンバーカードが普及する

までの暫定的な対応ですが、税務署で職員と対面による本人確認を行った後に発行されたＩＤとパ
スワードで平成31年１月以降、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して
e-Taxによる申告ができます。　用意するものは、次の２つ！

ＩＤ・パスワード方式に対応した　　① ＩＤ（利用者識別番号）、②パスワード（暗証番号）　
・ＩＤとパスワードの発行を希望される方は、運転免許証などの本人確認書類をお持ちの上、お近く

の税務署にお越しください。

○　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の一層の普及・定着、法人番号の社会的インフラとして

の利活用促進に向けて、関係省庁や関係民間団体等と連携・協調を図るとともに、国税庁ホームページ
等を通じた周知・広報や番号制度に関する説明会を開催するなど積極的に取り組んでいます。

○　消費税軽減税率制度に向けた国税庁の取組
国税庁においては、消費税の軽減税率制度の実施に対応するため、準備が必要な事業者の皆さまに対

し、周知用リーフレットの配布、軽減税率制度等の説明会の開催、消費税軽減税率電話相談センターの
開設等、効果的な周知・広報に取り組んでいます。詳しくは、軽減税率制度に関する特設サイト
（www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/index.htm）をご覧く
ださい。

紀美野町内でのＰＲ活動
●11月18日（日）紀美野町農林商工まつり会場にて、海南納税協会が税金コーナーを設置します。

税に関する情報は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）へ
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く
は
郵
送
に
よ
り
美
里
支
所
建
設
室
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

美
里
支
所
建
設
室

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
０

〒
６
４
０
‐
１
２
４
３

紀
美
野
町
神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
、
文

章
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
、

免
除
等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間
委

託
し
て
い
ま
す
。
紀
美
野
町
で
は
民
間
業
者

「
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
印
刷
共

同
企
業
体
」
が
手
続
き
の
ご
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

民
間
事
業
者
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行

し
た
納
付
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
銀

行
口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り

振
込
み
を
お
願
い
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
平
成
29
年
度
10
月
以
降
、
民
間
事
業
者

の
訪
問
に
よ
る
収
納
業
務
を
廃
止
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
や
電
話
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
日
の

日
中
お
仕
事
や
学
校
等
で
連
絡
が
つ
き
に
く

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
が
発

注
す
る
物
品
の
製
造
・
販
売
等
の
入
札
に
参

加
さ
れ
る
方
は
次
の
内
容
を
熟
読
の
う
え
、

必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
間　

２
年
間
（
提
出
年
度
含
む
）

■
受
付
期
間
お
よ
び
提
出
方
法

　

平
成
30
年
12
月
１
日（
土
）

　
　
　

～
平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

８
時
30
分
～
17
時

（
た
だ
し
、
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
除
く
）

持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類　

・
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
営
業
所
一
覧

・
委
任
状

　
（
営
業
所
等
で
の
入
札
参
加
の
場
合
）

・
印
鑑
証
明
書
（
写
）

・
使
用
印
鑑
届

・
納
税
証
明
書

※「
市
町
村
税
」
と
国
税
「
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
」
お
よ
び
「
法
人
税
」 （
個
人

は
所
得
税
）
分
と
す
る
。

 

※
直
近
１
箇
年
分
と
す
る
。

 

※
写
し
可

・
商
業
登
記
簿
謄
本
（
写
）
【
法
人
】
ま
た

は
住
民
票
（
写
）
【
個
人
】

・
営
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
登
録
証
明
書

（
写
）

 

（
営
業
に
必
要
な
場
合
に
限
る
）

■
申
請
書
宛
名　

管
理
者　

寺
本　

光
嘉

■
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々

１
４
０
８
番
地
７

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合事

務
局

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

　

URL http://w
w

w
.yasuragien.com

/

■
業
務
内
容

土
木
現
場
作
業
員
（
美
里
支
所
勤
務
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成 

31
年
１
月
４
日
（
金
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

～
３
月
29
日
（
金
）

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

日
額
１
１
，
０
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
お
よ
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
休
憩
時
間
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

８
ト
ン
限
定
中
型
免
許
以
上
を
所
持
し
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
の
操
作
資
格
を
も
つ
も
の

■
加
入
保
険

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

12
月
中
旬

（
応
募
者
に
は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。
）

■
試
験
会
場　

紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

　
　
　
　
　
　

２
階
第
２
会
議
室

■
申
込
方
法
お
よ
び
応
募
締
切

　

平
成
30
年
11
月
20
日
（
火
）
17
時
必
着

履
歴
書
・
運
転
免
許
証
の
写
し
・
操
作
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
持
参
も
し

い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
土
日
や
祝
祭
日
の
８

時
～
21
時
ま
で
の
時
間
帯
に
訪
問
や
電
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
和
歌

山
西
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
・

　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
印
刷
共
同
企
業
体

℡ 

０
１
２
０
‐
２
１
１
‐
２
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
民
間

委
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
・
32
年
度　

海
南
海
草
老
人

福
祉
施
設
事
務
組
合
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
・
募
集

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て



2018.117

「
地
域
で
何
か
し
た
い
」

「
自
分
の
住
む
地
域
を
も
っ

と
よ
く
で
き
た
ら
い
い
な
」

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
方
や
、
高
齢
者
宅
に

て
掃
除
や
調
理
、
買
い
物
な

ど
簡
単
な
生
活
援
助
を
提
供

す
る
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
活
動
に
意
欲
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
３
日
間
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

地
区
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

11
月
14
日
（
水
）
～
16
日
（
金
）

■
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

療
養
費
（
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
治

療
費
な
ど
）
は
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
が

負
担
す
る
保
険
料
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。
整

骨
院
・
接
骨
院
を
正
し
く
利
用
し
医
療
費
の

適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
が
使
え
る
場
合

〇
ね
ん
ざ
、
打
撲
、
挫
傷
（
肉
離
れ
）
、

骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当

▼
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
だ
け
国
保
が
使

え
る
も
の

△
骨
折
、
脱
臼

▼
国
保
が
使
え
な
い
場
合

×
右
記
以
外
の
も
の
（
肩
こ
り
、
腰
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
の
慢
性
的
な
症
状
）

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

１
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
き
ち
ん
と
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

２
療
養
費
申
請
書
は
、
負
傷
名
、
負
傷
原

因
、
受
診
日
、
受
診
回
数
、
領
収
金
額
等

の
確
認
の
う
え
自
筆
に
よ
る
署
名
を
お
願

い
し
ま
す
。

３
領
収
書
は
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し
、
医
療

費
通
知
で
金
額
、
日
数
の
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
で
は
整
骨
院
・
接
骨
院
か

ら
不
適
切
な
療
養
費
の
請
求
を
防
ぐ
た
め

に
、
接
骨
院
等
を
受
診
さ
れ
た
方
に
文
書

等
に
よ
り
け
が
の
原
因
や
施
術
内
容
・
回

数
な
ど
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ
ｏ
ｕ
で
は
、
若
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
く
こ
と
に
悩

み
を
抱
か
れ
る
若
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援

し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話

（
わ
か
や
ま
）℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
０
８
７
４

（
き
の
か
わ
）℡ 

０
７
３
６
‐
３
２
‐
０
８
７
４

（
南　
　

紀
）℡ 

０
７
３
９
‐
２
４
‐
０
８
７
４

■
受
付　

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
等
は
除
く
）

犯
罪
の
被
害
や
迷
惑
行
為
な
ど
で
お
悩
み

の
方
に
対
し
て
相
談
窓
口
を
設
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
ぜ
ひ
被
害
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
犯
罪
被
害
者
支
援
施
策

・
犯
罪
被
害
給
付
制
度

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
支
援

・
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援　

等

■
問
い
合
わ
せ

　

県
警
察
本
部
総
合
相
談
電
話

　

℡ 

０
７
３
‐
４
３
２
‐
０
１
１
０

　

公
益
社
団
法
人
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　

和
歌
山
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.police.pref.
w

akayam
a.lg.jp/

）

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
巡
回
相
談

日
以
外
で
も
電
話
相
談
は
随
時
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
相
談
窓
口
（
巡
回
相
談
予
約
先
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

海
草
圏
域
障
害
児
者相

談
支
援
事
業
所
ら
ん

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

虐
待
は
家
庭
内
で
起
こ
り
、
虐
待
し
て
い

る
保
護
者
も
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

も
、
な
か
な
か
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
の
気
づ
き
と

連
絡
す
る
勇
気
が
、
被
害
者

だ
け
で
な
く
加
害
者
も
救
い

ま
す
。
「
虐
待
通
報
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は
や

く
）
」
は
、
最
寄
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
る
全
国
共
通

の
３
桁
番
号
で
す
。
虐
待
が

疑
わ
し
い
時
に
は
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
支
え
合
い
講
座
（
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
で
柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
、

接
骨
院
）
の
施
術
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
で
す

海
南
警
察
署
よ
り

被
害
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　

(

１
歳
児
～
） 

 
 

 

■
き
み
の
こ
ど
も
園

11
月
12
日
（
月
）
・
26
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

11
月
７
日
（
水
）
・
21
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
11
月
７
日（
水
）20
日（
火
）】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
11
月
20
日
（
火
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

コ
ア
ラ
教
室
と
合
同
で
「
マ
マ
と
子
ど
も

の
ヨ
ガ
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
11
月
12
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
11
月
20
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ
ル

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

い
く
つ
に
な
っ
て
も
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
、
今
一
度
健
康
と
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
教
室
の
内
容
は
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
か
ら
の
講
話
と
調
理
実
習
で

す
。11

月
の
予
定

■
日　

時　

11
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

11
月
14
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
費
３
０
０
円

■
11
月
の
講
座
内
容

・
脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食
生
活

・
ど
う
し
て
む
し
歯
に
な
る
の
？

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
11
月
の
日
程
）
】

【
健
康
づ
く
り
講
座
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）
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青
い
丸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
ブ
ル
ー

サ
ー
ク
ル
」
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。

急
速
に
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病

Ｑ
血
糖
値
が
高
い
と
ど
う
し
て
体
に
よ
く
な

い
の
？

Ａ
人
の
体
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
要
量
を
上

回
っ
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
う
ま
く

利
用
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
な
り
、
「
血
糖
値
が

高
い
状
態
」
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
っ
た
ブ

ド
ウ
糖
が
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
質
と
結
び

つ
き
、
血
管
を
傷
つ
け
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
放
っ
て
お
く
と
、
太
い
血
管
か
ら
細

い
血
管
ま
で
全
身
の
血
管
を
傷
つ
け
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
世
界
糖
尿
病
デ
ー
を

機
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

糖
尿
病
重
症
化
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

■
内
容　

尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
測
定
（
尿
検
査
）、　　
　

　
　
　
　

講
話
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

■
対
象

●
平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
７
月
受
診
の

国
保
特
定
健
診
結
果
が
次
の
数
値
の
方

・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c 

6.5
～
7.0
％
未
満

ま
た
は

●
５
つ
の
健
康
習
慣
を
実
践
し
、
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

①
禁
煙
す
る
②
節
酒
す
る
③
食
生
活
を
見

直
す
④
身
体
を
動
か
す
⑤
適
正
体
重
を
維

持
す
る

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
２
回
と
も
陽
性
で
な
か
っ
た
か
ら
大
丈

夫
で
す
か
？

Ａ
１
回
で
も
陽
性
で
あ
れ
ば
精
密
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
大
腸
内
視
鏡
は
し
ん
ど
い
か
ら
、
も
う

一
度
便
の
検
査
を
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
便
の
検
査
は
精
密
検
査
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
見
逃
し
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
陽
性
が
出
た
ら
、
大
腸
が
ん
で
す
か
？

Ａ
検
診
は
が
ん
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
陽
性
が
出
て
も
、
ポ
リ
ー

プ
等
他
の
病
変
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
原
因
を
見
つ
け
る
た
め
、
必
ず
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
11
月
21
日
（
水
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
13
時
30
分
～
16
時
30
分
】

■
11
月
28
日
（
水
）
野
上
厚
生
総
合
病
院

【
14
時
～
16
時
30
分
】

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
等
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
空
腹
時
血
糖
126
～ 

130 

mg
／
dl
未
満　

（
該
当
さ
れ
る
方
に
は
個
別
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
）

●
糖
尿
病
が
気
に
な
る
方
（
自
身
の
こ
と
・

家
族
の
こ
と
で
気
に
な
る
方
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

※
申
込
締
切　

11
月
22
日
（
木
）

近
年
、
大
腸
が
ん
は
急
増
し
て
お
り
、
毎

年
５
万
人
近
い
方
が
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
が
ん
の
部
位
別
死
亡
率
で
は
、
男
性
３

位
・
女
性
１
位
で
す
。
大
腸
が
ん
は
進
行
す

る
ま
で
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
早

期
に
見
つ
け
、
治
療
す
れ
ば
95
％
以
上
が
治

り
ま
す
。
40
歳
以
上
の
方
は
、
早
期
発
見
の

た
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
大
腸
が
ん
検
診
は
簡
単
に
で
き
る
便
潜
血

検
査
で
す
。

２
日
分
の
便
を
と
り
、
血
が
混
じ
っ
て
い

な
い
か
検
査
し
ま
す
。
陽
性
で
あ
れ
ば
、
必

ず
精
密
検
査
（
大
腸
内
視
鏡
検
査
）
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
紀
美
野
町
民
で
40
歳
以
上
の

方
は
大
腸
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
詳
細
は
紀
美
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

気
に
な
る
症
状
の
あ
る
方
は
、
検
診
を
待

た
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

11月12日（月）
11月26日（月）

９ 時 30 分～ 10 時 30 分 ( 受付 )
エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11月14日（水）　
11月28日（水）　　

13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

11月12日（月）
11月26日（月）　　　　　　　

10 時 30 分～ 11 時 30 分
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
【
糖
尿
病
】

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
11
月
14
日

献
血
の
お
知
ら
せ

大
腸
が
ん
対
策
は
40
歳
か
ら
！

毎
年
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
講
師　

西
川
ヘ
レ
ン　

氏

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
11
月
１
日
（
木
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀

野
地
区
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
美
里
支
所
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長

谷
毛
原
出
張
所

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

■
経
歴

昭
和
21
年
10
月
６
日
、
京
都
生

ま
れ
。

タ
レ
ン
ト
の
妻
、
３
人
の
子
の

母
と
し
て
家
族
を
支
え
、
実
母
・

義
父
母
と
40
年
間
以
上
同
居
。

多
重
介
護
を
経
験
し
、
女
の

夢
、
嫁
の
立
場
、
母
の
役
割
、
そ

し
て
妻
の
責
任
な
ど
、
生
き
様
を

通
し
て
語
る
体
験
は
多
く
の
教
訓

を
秘
め
る
。

■
著
書

◎
幸
せ
の
鐘
が
き
こ
え
る

　

（
ケ
ン
ト
出
版
）

◎
西
川
ヘ
レ
ン
＆
か
の
子
の
お
い

し
い
和
風
レ
シ
ピ

　

（
主
婦
と
生
活
社
）

◎
ヘ
レ
ン
の
も
う
、
い
や
！
多
重

介
護
奮
戦
録

　

（
小
学
館
）

◎
泣
い
て
笑
っ
て
み
お
く
っ
て　

大
家
族
・
西
川
家
の
多
重
介
護

（
小
学
館
文
庫
）

■
天
の
川
と
星
の
大
集
団
が

見
え
る
カ
フ
ェ

・
日
時　

11
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

10
日
（
土
）

・
夜
の
観
望
会

19
時
30
分
～
20
時
30
分

20
時
30
分
～
21
時
30
分

■
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
天
文
教
室

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
を
撮
ろ
う
！

・
日
時　

11
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

11
日
（
日
）

20
時
30
分
～
21
時
30
分

・
内
容　

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河

を
、
お
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
色
ん
な
月
面
が
撮
れ
る
カ
フ
ェ

・
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

24
日
（
土
）

・
夜
の
観
望
会

19
時
30
分
～
20
時
30
分

20
時
30
分
～
21
時
30
分

・
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
小
型
望
遠
鏡
で
月
面
を

撮
影
で
き
ま
す
。

※
上
記
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
関

し
て

・
観
望
会
参
加
料
２
０
０
円

（
事
前
申
込
不
要
）

・
カ
フ
ェ
営
業　

18
時
～
22
時
頃

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
集
合（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室

■
申
込
締
切　

11
月
15
日（
木
）ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い｡

■
参
加
資
格

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
、
当
日
徴
収
）

■
各
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　
紀
美
野
町
文
化
協
会 

囲
碁
部
・
将
棋
部

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

『
マ
マ
と
こ
ど
も
の
ヨ
ガ
体
験
教
室
』

～
こ
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

は
か
り
な
が
ら
、
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！
～

■
講
師　

喜
多
典
子　

氏

■
日
時　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■
対
象

町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
保
護
者

（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
）

■
参
加
費　

無
料

11
月
12
日（
月
）ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

西
川
ヘ
レ
ン
の
人
生
ド
ラ
マ　

大
家
族
―
支
え
愛
、
語
り
愛
、
励
ま
し
愛

２
０
１
８
年 

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
開
催

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
開
催

教育委員会
　教育課
　　生涯学習室

℡ 073‐489‐5915

　　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
第
49
回
町
民
大
学
講
座

・
紀
美
野
町
人
権
委
員
研
修
会

み
さ
と
天
文
台
イ
ベ
ン
ト
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

７
日　

セ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う

14
日　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

21
日　

お
は
な
し
会

28
日　

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
日　

お
は
な
し
会

14
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

21
日　

音
楽
の
秋

28
日　

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
イ
ル
作
り

４
月
17
日
に
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
〔
国
語
、
算
数
・
数
学(

基

礎
問
題
Ａ
・
応
用
問
題
Ｂ)

、
理
科

の
３
教
科
及
び
質
問
紙
回
答
で
、

小
学
校
第
６
学
年
お
よ
び
中
学
校

第
３
学
年
の
児
童
生
徒
を
対
象
〕

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
７
月

31
日
に
文
部
科
学
省
よ
り
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町
教

育
委
員
会
で
は
、
町
内
小
学
校
６

年
生
と
中
学
校
３
年
生
の
状
況
を

本
紙
で
公
表
し
ま
す
。　

小
学
校
で
は
、
全
国
平
均
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
中

学
校
で
は
、
国
語
Ｂ
を
除
く
す
べ

て
の
教
科
で
、
全
国
平
均
以
上
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

国
語
で
は
、
小
学
校
、
中
学
校

と
も
に
、
「
書
く
こ
と
」
の
領
域

で
の
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
「
給
食
の
献
立

を
お
す
す
め
す
る
文
章
の
作
成
」

の
問
題
（
国
語
Ｂ
）
で
、
中
学
校

で
は
、
「
「
天
地
無
用
」
の
解
釈

を
誤
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
理
由

を
書
く
」
問
題
（
国
語
Ｂ
）
で
、

平
均
正
答
率
が
特
に
低
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
資
料
文
の
内
容
を

用
い
な
が
ら
、
条
件
に
合
わ
せ
て

文
章
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
大
人

に
と
っ
て
も
難
し
い
作
業
で
す

が
、
社
会
に
出
た
際
に
必
要
と
な

る
力
で
す
。
最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
使
っ
て
、
短
い
文
を
作
成
す

る
機
会
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
読

書
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
文
章
に
慣

れ
親
し
み
、
ま
た
、
あ
る
程
度
ま

と
ま
っ
た
文
章
を
書
く
機
会
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

小
学
校
算
数
で
は
、
「
九
九
の

４
の
段
と
５
の
段
の
数
の
和
が

９
の
段
の
数
に
な
る
理
由
を
、
２

の
段
と
３
の
段
の
数
の
和
が
５
の

段
の
数
に
な
る
説
明
の
仕
方
と
同

じ
よ
う
に
考
え
て
式
に
表
す
」
問

題
の
平
均
正
答
率
が
全
国
平
均
と

比
べ
て
最
も
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。
対
し
て
、
中
学
校
数
学
で

は
、
Ａ
問
題
・
Ｂ
問
題
と
も
に
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
子

ど
も
た
ち
が
着
実
に
力
を
伸
ば
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
中
に
は
20
ポ
イ
ン
ト
近
く
全

国
平
均
を
上
回
っ
た
設
問
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
結

果
で
す
。

児
童
生
徒
の
質
問
紙
の
回
答
結

果
か
ら
は
、
「
い
じ
め
は
い
け

な
い
こ
と
だ
」
、
「
問
題
解
決
に

向
け
学
習
に
取
り
組
む
」
、
「
予

習
・
復
習
を
行
う
」
「
読
書
を
す

る
」
で
、
小
学
校
中
学
校
と
も
に

そ
の
ほ
と
ん
ど
で
全
国
平
均
を
上

回
る
回
答
結
果
と
な
り
、
紀
美
野

の
子
ど
も
た
ち
の
、
素
直
で
優
し

く
、
何
事
に
も
一
所
懸
命
に
取
り

組
む
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

前
月
号
の
図
書
室
だ
よ
り
～

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
に
お
い

て
、
小
川
巧
貴
さ
ん
の
読
書
冊

数
が
「
２
０
０
冊
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
「
３
０
０
冊
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

　

道
上　

心
菜
（
野
小
６
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
」
湊
か
な
え  

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
あ
や
か
し
草
紙
」
宮
部
み
ゆ
き  

著

■
臨
時
休
室
の
お
し
ら
せ

11
月
18
日
（
日
）
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
臨
時
休
室
い
た

し
ま
す
。
本
の
返
却
は
返
却
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

歌　

の　

小　

道

両
隣
り
一
軒
空
き
家
ま
た
一
軒

　
　
　
　
　

灯
の
消
え
て
ゆ
く
寂
し
き
里
山　
　
　
　
　

中
浴　
　

昭
江

く
も
り
空
き
ょ
う
も
雨
か
と
気
が
晴
れ
ぬ

　
　
　
　
　

種
ま
き
遅
れ
し
白
菜
大
根　
　
　
　
　
　
　

森
脇　

伊
佐
子

山
々
の
樹
の
葉
は
風
に
ひ
る
が
え
り

　
　
　
　
　

な
べ
て
清
し
き
秋
の
訪
れ　
　
　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

幼お
さ
なよ
り
娘こ

を
守
り
く
れ
し
マ
リ
ア
様

　
　
　
　
　

今
宵
も
祈
り
寝
床
へ
入
る　
　
　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

次
々
と
台
風
生
ま
れ
気
に
な
る
も

　
　
　
　
　

被
害
無
き
事
ひ
た
す
ら
祈
る　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

永
ら
え
て
生
き
来
し
道
の
哀あ

い
か
ん歓

を

　
　
　
　
　

こ
の
明
月
に
し
ば
し
抱い

だ

か
る　
　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

杉
の
枝え

に
真
白
な
大
輪
咲
き
し
か
と

　
　
　
　
　

瞼
ま
ぶ
た

こ
す
り
て
解
る
白
鷺　
　
　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

く
も
り
空
小
鳥
の
声
も
遠
ざ
か
り

　
　
　
　
　

静
寂
の
中
秋
深
み
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

散
歩
に
と
今
日
も
橋
ま
で
行
っ
て
み
る

　
　
　
　
　

通あ
け
び草

口
開
け
あ
ー
ん
と
待
て
り　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

処
暑
過
ぎ
て
い
つ
か
朝
露
降
り
る
頃

　
　
　
　
　

晩
夏
の
空
に
赤
ト
ン
ボ
舞
う　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

焼
き
物
に
松
茸
も
出
て
お
食
ひ
初
め　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

倒
木
を
小
切
つ
て
積
み
て
城
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

泡
立
草
刈
り
て
始
ま
る
地
鎮
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

無
月
な
り
話
の
は
づ
む
女
客　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

玄
関
に
置
か
れ
尾
花
の
お
裾
分
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

邸
宅
を
壊
せ
し
あ
と
や
蚯
蚓
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

長
き
夜
や
線
引
き
箇
所
を
再
読
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

門
前
に
影
ふ
く
ら
ま
せ
萩
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

出
雲
路
の
家
見
え
ぬ
ほ
ど
高
き
稲
架　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

孤
に
耐
へ
て
鵙
の
高
音
を
聞
い
て
を
り　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

全国学力学習状況調査平均正答率
小学校６年生（％）Aは基本・Bは応用

国語A 国語B 算数A 算数B 理科
本町 66 47 54 44 58
県 72 55 63 51 60

全国 71 55 64 52 60
中学校３年生（％）Aは基本・Bは応用

国語A 国語B 数学A 数学B 理科
本町 80 58 71 50 66
県 75 59 67 45 65

全国 76 61 66 47 66
（小数点以下四捨五入）

～
平
成
30
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら
～

図
書
室
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
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■
日
時　

11
月
17
日（
土
）９
時
30
分
～
21
時
30
分

11
月
18
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

■
展
示
【
17
・
18
日
】

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
生
け
花
、
ち

ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
、
リ
サ
イ
ク
ル

ア
ー
ト
、
陶
芸
、
手
編
み
、
折
り

紙
、
小
川
小
学
校
生
徒
の
作
品
、

小
川
地
区
保
育
園
児
の
作
品
、
地

区
サ
ロ
ン
の
作
品
、
一
般
作
品

■
サ
ー
ク
ル
発
表
【
17
日
】

【
女
性
料
理
】
午
前
中

【
着
付
け
教
室
】
10
時
～
14
時

【
茶　
　
　

席
】
12
時
30
分
～

【
人

形

劇
】
13
時
～

【
男
性
料
理
】
13
時
～

【
ナ
ツ
メ
ロ
】
18
時
30
分
～

■
問
い
合
わ
せ　

小
川
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
で
歌
人
仲
間
で
は
歌
を
贈
ら

れ
た
場
合
返
か
え
し
う
た歌

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
令
名
既
に
轟
い
て
い
た
天
下
の
巨
匠

の
前
で
、
名
の
通
り
草
深
い
田
舎
の
若
冠

20
歳
の
草
夫
が
返
歌
を
作
る
の
で
す
。
草

夫
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
心
が
震
え

て
い
た
」
と
の
こ
と
で
「
さ
も
あ
り
な

ん
」
と
思
い
ま
す
。
で
も
即
座
に
、
大
胆

に
左
記
の
歌
を
詠
み
ま
す
。

20
歳
の
若
者
、
意
気
を
も
っ
て
壮
と

す
べ
し
で
す
。
草
夫
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
歌
を
牧
水
に
手
渡
し
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
後
日
ど
ん

な
歌
を
返
し
た
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
か
な
り
後
に
な
っ
て
牧
水
書

簡
集
に
出
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
る
人
が

あ
っ
て
、
そ
の
時
の
記
憶
が
よ
み
返
っ
て

き
た
と
い
い
ま
す
。
今
の
年
齢
の
数
え
方

で
す
と
僅
か
19
歳
だ
っ
た
草
夫
の
生
涯
に

牧
水
ほ
ど
大
き
な
力
を
貸
し
た
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
草
夫
は
牧
水
に
よ
っ
て
歌

心
を
啓
発
さ
れ
、
終
生
や
ま
と
う
た
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

翌
日
、
３
泊
し
て
い
よ
い
よ
出
立
間

近
、
牧
水
は
い
い
に
く
そ
う
に
「
10
円
ば

か
り
金
を
」
と
言
い
か
け
た
の
で
長
い
旅

で
旅
費
も
か
さ
ん
だ
と
思
い
15
円
さ
し
上

げ
ま
す
。
時
代
が
違
い
ま
す
か
ら
単
純
に

は
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
の
７
、
８
万

円
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
牧
水
全
集
に
よ

る
と
、
野
上
へ
来
た
頃
は
路
銀
も
乏
し
く

な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
当
日

夕
刻
草
夫
は
和
歌
浦
ま
で
見
送
り
ま
す
。

海
南
の
日
方
で
は
絵
傘
に
よ
く
似
た
棕
櫚

の
新
葉
作
り
の
傘
を
買
っ
て
、
東
京
で
か

ぶ
る
の
だ
と
言
っ
て
喜
び
ま
す
。
和
歌
浦

の
船
の
待
合
所
付
近
は
今
の
和
歌
浦
よ
り

賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
、
田
辺
や
勝
浦
方

面
へ
行
く
船
待
ち
の
客
、
あ
る
い
は
近
辺

た
と
え
ば
塩
津
、
下
津
、
箕
島
、
湯
浅
等

へ
行
く
別
船
の
客
等
か
な
り
混
雑
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
人
で
と
あ
る
酒
場
の
の
れ

ん
を
く
ぐ
り
最
後
の
盃
を
傾
け
尽
き
せ
ぬ

別
れ
を
惜
し
み
ま
す
。
「
先
生
、
是
非
ま

た
お
越
し
く
だ
さ
い
」
「
う
ん
、
動
木
は

気
に
入
っ
た
か
ら
必
ず
来
る
よ
」
「
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
だ
が
、
こ
れ
が
こ
の
世

の
最
期
に
な
ろ
う
と
は
お
互
い
に
思
い
も

及
ば
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な

約
束
も
空
し
く
10
年
後
に
牧
水
は
他
界
し

て
三
た
び
和
歌
山
の
地
を
踏
む
こ
と
は
あ

平
成
29
・
30
年
度
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
り
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
紀
美
野

町
体
育
協
会
よ
り
、
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の

皆
さ
ま
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

　

唐
門
紘
（
野
上
中
３
年
・
カ
イ

ト
ボ
ー
ド
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

・
紀
美
野
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

　

の
か
み
チ
ー
ム

　

岩
橋　

環　
　
　
　

森　

博
子

佐
々
本
ヤ
ヨ
ミ　
　

山
本
す
み
子

山
本
小
百
合

・
オ
リ
オ
ン
ク
ラ
ブ

（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

山
本
順
美　
　

堀
口
佳
子

　

加
納
智
子　
　

常
田
美
代
子

　

長
生
光
代　
　

大
竹
知
美

　

松
本
美
紀　
　

田
伏
昌
代

　

浦
弥
知
代　
　

新
谷
万
紀
子

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

岩
井
弘
子

（
吉
野
・

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
三
た
び
と
申
し
ま

し
た
の
は
早
稲
田
在
学
中
の
牧
水
が
和
歌

山
、
粉
河
な
ど
訪
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
稿
の
牧
水
は
再
度
の
来
和
だ
っ
た
の
で

す
。
）

牧
水
を
乗
せ
た
船
は
漆
黒
の
紀
伊
水

道
を
一
路
南
下
し
ま
す
。
牧
水
に
と
っ
て

は
憧
れ
の
熊
野
が
刻
一
刻
近
づ
い
て
き
ま

す
。
「
憧
れ
の
熊
野
」
こ
れ
は
勝
手
な
推

測
で
す
。
で
も
こ
ん
な
空
想
を
す
る
こ
と

を
牧
水
は
許
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
牧

水
の
故
郷
あ
か
ね
さ
す
日
向
の
国
、
そ
こ

は
高
千
穂
の
峰
の
国
で
あ
り
古
代
神
話
発

祥
の
地
。
一
方
熊
野
こ
こ
は
、
あ
さ
も
よ

し
紀
の
国
で
あ
り
、
高
天
原
の
神
話
を
受

け
継
ぐ
神
武
天
皇
東
征
の
伝
説
の
土
地
。

ま
た
そ
の
末
々
の
古
へ
の
帝
王
達
の
通
わ

せ
し
熊
野
。
な
ん
と
な
く
親
し
み
と
一
度

訪
れ
て
み
た
い
憧
れ
を
感
じ
て
い
た
よ
う

に
想
像
す
る
の
で
す
。
当
た
ら
ず
と
も
遠

か
ら
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
路

銀
も
乏
し
く
２
、
３
の
場
所
は
予
定
か
ら

外
し
て
訪
れ
な
か
っ
た
の
に
熊
野
だ
け
は

変
更
せ
ず
和
歌
山
ま
で
来
た
の
で
す
。
先

程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
今
は
も
う
懐

の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
草
夫
か
ら
も

ら
っ
た
15
円
で
１
週
間
程
、
那
智
、
勝
浦

方
面
で
の
滞
在
が
可
能
で
す
。
そ
れ
に
つ

け
て
も
、
こ
の
15
円
が
余
程
嬉
し
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
前
述
の
２
首
を
船
中
で
詠

み
ま
す
。
草
夫
は
後
日
、
こ
の
２
首
の
牧

水
の
歌
を
読
ん
で
「
涙
の
こ
ぼ
れ
る
思

い
」
が
し
た
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

（
野
上
を
訪
れ
た　

若
山
牧
水　

よ
り
）

第
５
話
に
続
く

大
雨
は 

う
べ
こ
そ
降
り
ぬ 

み
熊
野
に

　
　
　
　
　
　

船
出
す
君
を　

留
む
大
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

草
夫

― わが町サークル ―
「紀美野写真クラブ」

私たちのサークルは、毎月１回、写真の撮影技術向
上と写真を愛する会員同士で、わいわい楽しく集まっ
てネイチャー・スナップ・マクロ・ポートレートなど
レンズを通して自分の作品として表現していく喜びが
あります。

また、年２回の現地撮影会を行い、撮影ポイントの
指導と会員の親睦を行っています。当会の会員は活動
が活発で、毎年の和歌山県・海南市・和歌山市の各美
術展覧会などに出品し、入賞や入選者が多く会員同士
の刺激があって大変盛り上がっています。もちろん、
新規入会者も何人かおられ、良き指導者のおかげで写
真の撮り方を、初歩から教えていただけます。写真に
興味のある方は、一度サークルの会場を見学に来てい
ただき、一緒に始めませんか。
■活動日
　毎月第２土曜日
　13時～17時
■活動場所
　中央公民館
　視聴覚室

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
四
十
七

野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水（
第
４
話
）

紀
美
野
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
者
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  学校だより
　『平成 30 年度合同運動会が開催されました』

紀美野町立下神野小学校

雨天や台風の影響で延期となりましたが 10 月２日
に、保護者・地域・各関係の方々のご協力のもと、平
成 30 年度下神野小学校・神野保育所の合同運動会を
盛大に行うことができました。また、平日開催にもか
かわらず、たくさんの方にご来校いただきました。子
どもたちは、３日遅れての開催となっても、練習して
きたことを十分発揮することができました。

競技は児童全員で行うものや複数学年、また家族と
協力して行うものなどいろいろありましたが、どれも
白熱し、たいへん盛り上がりました。応援合戦では６
年生が中心となり曲目や振り付けを考え、それぞれの
ブロックで工夫して作り上げました。そして、毎日暑
い中練習をかさねてきたダンスや組体操は、本番では
圧巻の演技を披露するこができました。

子どもたちは、運動会という行事を通じ、また一段
と大きく成長したように思います。

  天文台だより
　『上半期みさと天文台観望会参加者数』

研究員　硲間拓郎

今年度も早いものでもう半年たちました。その間、
町内外からたくさんのお客さまに来ていただき、一晩
で来台者 300 人越えの観望会が何度も開催されまし
た。

下記のグラフは過去５年間の上半期観望会参加人数
を表しています。ゴールデンウイークがある５月と、
夏休み真っただ中の８月に山が出来ているのが分かり
ます。６月は整備期間で天文台が開館していないので、
人数が少ないです。

水色の線が今年のものです。一晩で来台者 300 人
越えが繰り返された７、８月は、他の年と見比べて
も非常に高いのが分かります。特に８月はひと月で
2,522 人の方に参加していただきました。

そして上半期の総参加人数は 5,260 人で、これは
昨年１年間の総参加者数を上回るものです。皆さまの
ご参加ありがとうございました。

平成 30 年度後半も宜しくお願いします。

９月 23 日に文化センター自主事業・第 48 回町
民大学講座アロージャズオーケストラコンサート
が開催されました。このコンサートでは、多くの
観客が懐かしい曲に酔いしれました。また第２部
では野上中学校吹奏楽部とのコラボ演奏があり、
息のぴったり合った演奏に、会場は大いに盛り上
がりました。

９
月
27
日
に
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝
ま
で
雨

が
降
り
、
芝
が
重
く
な
っ
た
難
し

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
し
た

が
、
上
下
コ
ー
ス
計
14
ホ
ー
ル
で

競
い
合
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
括
弧
内
は
打
数
、
敬
称
略
）

■
男
子
の
部

優　

勝　

南
條　

俊
樹（
73
）毛
原
宮

準
優
勝　

吉
田　

穎
弘（
77
）毛
原
中　

３　

位　

中
岡　

豪
千（
78
）毛
原
上

■
女
子
の
部

優　

勝　

中
世
弥
恵
子（
72
）和
歌
山
市

準
優
勝　

福
岡　

規
子（
74
）毛
原
中

３　

位　

池
本
タ
マ
ミ（
76
）福　

井

★
み
ん
な
で
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
紀

美
野
町
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
で

は
、
只
今
会
員
募
集
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
室
内
） 左奥から女子 3 位、女子準優勝、男子準

優勝、男子 3 位、手前左から女子優勝、
男子優勝。

アロージャズオーケストラコンサート
盛大に開催‼

紀
美
野
町
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会
秋
季
大
会
結
果
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平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を
迎

え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
11

月
９
日
（
金
）
か
ら
11
月
15
日
（
木
）
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

こ
の
機
会
に
忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対

す
る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施
に
伴

い
、
左
記
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行

い
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
吹
鳴
日
時　

11
月
９
日（
金
）７
時

２
．
吹
鳴
方
法　

一
斉
（
１
分
間
）

停
電
時
に
は
、
家
庭
や
職
場
の
固
定
電
話

機
や
Ｉ
Ｐ
電
話
・
光
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
器
な

ど
は
、
基
本
的
に
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。そ

の
場
合
に
は
、
携
帯
電
話
や
公
衆
電
話

な
ど
か
ら
「
１
１
９
番
」
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

■
通
報
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
電
話

・
公
衆
電
話

・
停
電
対
応
の
電
話
機
（
留
守
番
応
答
機
能

等
の
無
い
単
機
能
電
話
機
等
）

・
ア
ナ
ロ
グ
電
話
機
（
電
源
を
使
用
し
な
い

電
話
機
）

・
携
帯
電
話

■
通
報
で
き
な
い
電
話

・
光
回
線
を
使
用
し
た
電
話

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
を
使
用
し
た
電
話

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
回
線
を
使
用
し
た
電
話

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
使
用
し
た
電
話

・
加
入
電
話
（
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
商
用
電
源

を
使
用
す
る
電
話
機
）

※
商
用
電
源
と
は
、
電
力
会
社
か
ら
電
力
消

費
者
に
届
け
ら
れ
る
電
力
お
よ
び
電
力
を

電
力
消
費
者
に
届
け
る
（
供
給
す
る
）
た

め
の
設
備
一
般
の
総
称
を
い
い
ま
す
。

低
血
糖
と
は
、
糖
尿
病
を
薬
で
治
療
さ
れ

て
い
る
方
に
高
い
頻
度
で
み
ら
れ
る
緊
急
の

状
態
で
す
。
低
血
糖
の
時
に
は
、
そ
の
値
に

応
じ
て
体
に
様
々
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

■
注
意
点

・
停
電
復
旧
後
も
電
話
が
通
じ
な
い
場
合
に

は
、
電
話
機
の
電
源
を
抜
き
差
し
し
た
後

お
試
し
く
だ
さ
い
。

・
停
電
時
は
電
話
が
大
変
混
み
合
う
た
め
、

緊
急
の
通
報
以
外
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
電
話
機
の
仕
様
に
よ
っ
て
は
、
停
電
し
て

も
内
臓
電
池
等
に
よ
り
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
が

可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
平
常
時
に
電

源
コ
ー
ド
を
抜
い
て
も
「
ツ
ー
」
と
い
う

音
が
聞
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
が
可
能
か
ど

う
か
、
試
し
て
み
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま

す
。

・
家
庭
全
体
の
電
力
確
保
対
策
の
一
つ
に
、

市
販
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
Ｕ
Ｐ
Ｓ
（
無
停
電

電
源
装
置
）
の
導
入
が
あ
り
ま
す
。

血
糖
値
が
30 

mg
／
dl
よ
り
も
低
く
な
る
と

意
識
の
な
い
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
は
大
変
深
刻

な
状
態
で
、
命
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
低
血
糖
に
な
っ
た
時
は
出
来
る
だ
け

早
い
段
階
で
速
や
か
に
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
申
し
込
み
期
限　

11
月
20
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

９月の消防の動き
●火災発生件数…0 件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送
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 低血糖の症状

空腹感、あくび、悪心

無気力、倦怠感
計算力減退
発汗（冷汗）、動悸（頻脈）
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,967人（－23） ［男4,137人（－７） 女4,830人（－16）］

【平成30年 9 月末現在】 世帯数　4,293世帯（－９）　面積　128.34㎢

9 月の人口の動き（平成30年 9 月 1 日～30日）　転入６人　　転出14人　　出生３人　　死亡18人

平成30年度合併浄化槽設置補助金の申込期間延長について
平成30年度の合併浄化槽設置補助金について、予定基数に余裕がありますので申込期間を延長いたし

ます。対象は、専用住宅および小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）について合併浄化槽の設置を予定
されている方で、町要綱に準じて施工し、平成31年３月末までに必ず設置工事を完了できる方に限ります。

その他不明な点および詳細については、建設課までお問い合わせください。
■申込締切　平成31年２月15日（金）　※補助金の申請は先着順とし、予算がなくなり次第終了いたし

ます。
■補助金額

※平成28年度より既存単独処理浄化槽の撤去
伴う工事の場合は、撤去費用が補助（限度額
９０，０００円）の対象になります。ただし、既
存単独処理浄化槽を埋め戻した場合、また、撤去
した浄化槽を最終処分場において処分しなかった
場合は、補助の対象となりません。

■その他
・この事業は国の補助金を受けて行う事業ですので、交付金内示日以前に着工した浄化槽工事について

は補助対象になりません。
・補助金額については、変動する場合があります。

■問い合わせ　建設課　℡ ０７３‐４８９‐５９０４

【補助金額】
５人槽 ３３２，０００円

６～７人槽 ４１４，０００円
８人槽以上 ５４８，０００円

撤去費限度額 　９０，０００円

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

５日（月） 11時 ～
犬・猫の飼い方講習会【11日（日）・25日（日）】
（譲渡会については火曜日を除いて随時開催） 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500

９日（金）・16日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

15日（木） 13時 ～ 行政相談【～ 15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ 11月

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
【各種自衛官等採用試験】

募集種目 募集人員 受付期間
(締切日必着) 試験日 受験資格

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推薦 約60人 11月１日（木）～30日（金） １月５日（土）～７日（月）
（いずれか１日）

男子で中卒（見込含）
17歳未満の成績優秀か
つ生徒会活動等に顕著
な実績を修め、学校長
が推薦できる者

一般 約260人 11月１日（木）～
平成31年１月７日（月） １月19日（土） 男子で中卒（見込含）

17歳未満の者

自衛官候補生(男子) 別　示 各受験日前日 11月24日（土）
12月15日（土） 18歳以上27歳未満の者

■問い合わせ　防衛省・自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１（Fax兼）
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11月25日（日）は和歌山県知事選挙の投票日です。
皆さん、大切な一票を投じましょう。

投票日（選挙期日）の投票時間は次のとおりです。投票所入場券をご確認のうえ、お間違えのないよう
お越しください。

第１投票所～第11投票所　午前７時～午後７時　　第12投票所～第21投票所　午前７時～午後６時
※投票日当日、何らかの用務で投票に行くことができない方は、期日前投票または不在者投票をご利用く

ださい。
期日前投票または不在者投票は、11月９日（金）から24日（土）までの期間中、午前８時30分から午

後８時まで役場本庁舎（１階選挙管理委員会室）で投票できます。

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います
地震などの災害や武力攻撃の発生時に備え、以下の日程で、２回にわたり、防災行政無線を使用した

情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国的に行われる訓練で、全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）を用いて実施されます。

災害の発生時には、自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づいて「いのち」を守る行動
が大切です。

町民のみなさまも放送にあわせ、ご家庭や職場でシェイクアウト訓練（姿勢を低く、体・頭を守り、
揺れが収まるまでじっとしている訓練）や避難グッズを確認するなど、訓練に参加しましょう。
※今回の訓練では、訓練会場や避難所は、開設しません。ご家庭や職場での訓練となります。

【１回目】　11月１日(木)  10時頃「訓練放送」を行います。
訓練放送を合図に各自でシェイクアウト訓練などを行ってください。
(例)・姿勢を低く、体・頭を守り、揺れが収まるまでじっとしている。

・転倒しそうな家具などの確認を行う。
・安全に屋外に脱出できるかルートの確認を行う。

放送の内容
♪♪上りチャイム音♪♪
「こちらは、紀美野町役場です。ただいまから訓練放送を行います。」
♪♪緊急地震速報チャイム音♪♪
「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。」（３回繰り返し）
「こちらは、紀美野町役場です。これで訓練放送を終わります。」
♪♪下りチャイム音♪♪

【２回目】　11月 21 日(水)  11時頃「テスト放送」を行います。
特にみなさまが行動する必要はありません。
テスト放送の内容は、１回目の訓練放送の内容と異なります。

広　告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９ ９
フリーダイヤル

「誇りある　ふるさと育む　その一票」
和歌山県知事選挙　投票日　１１月２５日（日）
「誇りある　ふるさと育む　その一票」


